
新
潟
県
鉄
筋
業
協
同
組
合

新
潟
県
鉄
筋
業
協
同
組
合

組組
合合
紹紹
介介

お
米
と
農
業
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
「
新
潟
県
」

　

縦
に
長
く
海
岸
線
は
635
㎞
あ
り
ま
す
。
県
境
に
は
山
が
連

な
り
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
地
形
で
す
。

　

そ
の
お
か
げ
で
、「
春
夏
秋
冬
」
季
節
ご
と
に
、
春
に
は

山
菜
、
秋
に
は
き
の
こ
と
新
米
、
海
で
は
季
節
ご
と
の
魚
介

類
。
県
内
に
は
温
泉
も
多
く
海
側
・
山
側
と
景
観
も
楽
し
め

ま
す
。
縦
長
で
あ
る
当
県
は
上
越
地
区
・
中
越
地
区
・
下
越

地
区
の
3
地
区
に
分
か
れ
、上
越
地
区
で
は「
上
杉
謙
信
」「
ス

キ
ー
発
祥
の
地
」
な
ど
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
。
中
越
地
区
で
は

「
長
岡
大
花
火
大
会
」
が
有
名
で
す
。
下
越
地
区
で
は
村
上

市
の
「
鮭
の
食
文
化
」
が
有
名
で
す
。

　

他
に
は
、
近
年
多
く
書
籍
が
出
て
い
る
「
田
中
角
栄
」
元

総
理
の
生
誕
地
で
記
念
館
が
柏
崎
市
西
山
町
に
あ
っ
て
多
く

の
方
が
来
ら
れ
ま
す
。
漫
画
文
化
に
関
し
て
で
す
が
、
全
国

各
地
に
漫
画
や
漫
画
家
に
由
来
し
た
場
所
・
記
念
館
な
ど
あ

り
ま
す
が
、新
潟
県
出
身
の
有
名
な
方
で
は
「
高
橋
留
美
子
」

「
水
島
新
司
」「
し
げ
の
秀
一
」
な
ど
多
く
の
方
が
お
ら
れ
ま

す
。
新
潟
市
に
は
「
漫
画
ア
ニ
メ
情
報
館
」
が
あ
り
ま
す
の

で
マ
ン
ガ
好
き
の
方
に
は
興
味
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。さ
て
、

新
潟
県
の
組
合
で
す
が
、
7
支
部
・
40
社
、
組
合
3
役
・
理

事
が
ま
と
ま
り
、
各
支
部
と
の
連
携
で
情
報
共
有
や
問
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

当
県
で
も
人
手
不
足
や
後
継
者
不
足
な
ど
の
問
題
が
あ
り

ま
す
が
、
組
合
企
業
全
社
を
あ
げ
環
境
の
改
善
「
人
材
確
保

と
育
成
」
を
目
指
し
、
労
働
条
件
の
見
直
し
、
高
校
生
へ
の

出
前
実
演
な
ど
若
い
人
に
知
っ
て
貰
い
、
働
き
甲
斐
と
将
来

が
安
心
で
き
る
業
界
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

先
に
書
き
ま
し
た
越
後
、
新
潟
の
上
中
下
越
そ
れ
ぞ
れ
の
四

季
（
春
夏
秋
冬
）、（
海
・
山
）、
味
わ
い
に
立
ち
寄
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

追
伸　

新
潟
に
は
下
越
地
区
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、「
金

山
」
と
「
朱
鷺
」
で
有
名
な
佐
渡
島
も
あ
り
ま
す
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

行動指示

技能者
シフト計画
調整

技能者
稼働確認

技能者
稼働確認

行動指示

技能者
シフト

計画調整

受入手配完了 送出手配完了

・受入事業者

・研鑚場所案内図

・現場情報

・担当者

・電話番号

技術研鑽送出・受入調整

研研鑚鑚実実施施

稼稼働働のの承承認認

研鑚実施証明書 研鑚日報

研鑚実施証明書

（写し）

技技術術研研鑽鑽ののたためめののママッッチチンンググ支支援援シシスステテムム

入場予定
確認

研鑚実績
照合・精算

技術研鑚

システム

■実績の照合と後処理（精算）

技能者出向管理表

・事業年度個別管理

・月毎企業別実績一覧、等

■出力帳票

・実施実績一覧印刷

・実施実績詳細印刷

・出向契約書

・受入事業者間雇用契約書

研鑚実績
確認

帳票出力

受受入入事事業業者者 送送出出事事業業者者

研鑚実績
照合・精算

研鑚実績
確認

帳票出力

労務委員会

開発に着手

「
技
術
研
鑽
の
た
め
の

「
技
術
研
鑽
の
た
め
の

　　
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
シ
ス
テ
ム
」

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
シ
ス
テ
ム
」

　

現
在
、
全
鉄
筋
で
は
、「
技
術
研
鑽
の
た
め
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
鉄
筋
に
は
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
、聞
き
な
れ
な
い
単
語
が
並
ん
で
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
労
働
者
の
職
業
能
力
開
発
を
希
望
す
る
送
り
出
し

事
業
者
と
、
経
験
者
の
受
け
入
れ
な
ど
に
よ
る
現
場

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
期
待
す
る
受
入
事
業
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
し
、
事
業
者
相
互
の
技
術
研
鑽

を
図
る
た
め
の
情
報
提
供
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

以
上
の
経
緯
で
、「
技
術
研
鑽
の
た
め
の
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
シ
ス
テ
ム
」
は
構
築
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
利
用
に
は
全
鉄
筋
の
会
員
で
あ
る
こ
と

が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
2
次
以
降
の
協
力
業
者
の
方
に

も
、
全
鉄
筋
に
加
入
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

入
会
に
際
し
て
は
、
現
状
の
正
会
員
と
同
じ

条
件
と
な
り
、
同
じ
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

特
定
技
能
の
受
け
入
れ
、
情
報
の
共
有
、
基

幹
技
能
者
受
講
機
会
の
拡
大
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
全
鉄
筋
に
加
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

職
業
に
対
す
る
自
覚
、
誇
り
を
持
ち
、
所
得
の

向
上
、
品
質
の
向
上
、
安
全
管
理
、
な
ど
も
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
ご
理
解
の
上
、、
加
入
、
利
用
促
進
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
現
状
、
慣
例
の
ま
ま
の
派
遣
法
違
反
に
対
し
て
、

昨
今
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
順
守
の
社
会
情
勢
を
鑑

み
、
正
規
雇
用
、
相
互
扶
助
を
実
現
し
、
非
会
員
と

の
差
別
化
を
図
り
、
よ
り
よ
い
業
界
と
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
す
と
と
も
に
、
組
合
員
の
競
争
力
強
化
、

社
会
に
対
す
る
信
用
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

目　的

趣　意

私たちは、技能に優れた鉄筋工事企業集団として、社会に貢献します。

Vol.
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全鉄筋の主な年間行事

2020年度　登録鉄筋基幹技能者講習　開催地
■認定講習

開催地 開催日 定員 開催会場
107 福岡 2020/４/３～2020/４/５ 99 久留米リサーチパーク
108 東京 2020/４/24～2020/４/26 60 練馬産業会館
109 石川 2020/５/29～2020/５/31 36 石川県地場産業センター
110 香川 2020/７/10～2020/７/12 50 サンメッセ香川
111 東京 2020/９/18～2020/９/20 100 台東区民会館
112 神奈川 2020/10/31～2020/11/２ 70 神奈川県建設会館
113113 大阪 2020/11/21～2020/11/23 100 エルおおさか
114 静岡 2020/12/10～2020/12/13 100 富士教育訓練センター
115 北海道 2021/２/18～2021/２/20 60 北海道職業能力開発支援センター

■更新講習
開催地 開催日 定員 開催会場

108 香川 2020/４/12 100 サンメッセ香川
109 愛知 2020/６/７ 74 アイプラザ一宮
110 東京 2020/８/30 100 台東区民会館
111 東京 2020/９/13 100 台東区民会館
112 大阪 2020/９/19 100 エルおおさか
113 東京 2020/９/27 90 東京セミナー学院池袋校
114 新潟 2020/11/１ 50 新潟テルサ
115 静岡 2021/２/14 100 富士教育訓練センター
116 北海道 2021/２/21 60 北海道職業能力開発支援センター
117 大阪 2021/３/６ 50 建団連会館
118 岩手 2021/３/21 70 岩手県産業文化センターhttp://www.zentekkin.or.jp/

又はQRコードでアクセス

■ 2020年５月19日（火）14:30～ 第1回理事会（前年度報告承認） リーガロイヤルホテル大阪

■ 2020年６月５日（金）14:00～ 社員総会（前年度報告承認、次年度計画承認）
※役員改選期ではありませんので、理事会は開催いたしません。 TKPガ ー デ ン シ テ ィ 品 川

■ 2020年７月３日（金）14:00～ 事務局会議（事業計画周知、事務局連携） TKPガーデンシティ仙台駅北

■ 2020年10月30日（金）14:30～ 秋季定例会（事業推進状況報告）
※第２回理事会（職務執行状況報告）を13:30から同会場にて開催いたします。 リーガロイヤルホテル大阪

■ 2020年11月13日（金）13:00～ 青年部全国連絡会議 東京第一ホテル錦（名古屋市）

■ 2021年３月16日（火）14:30～ 第３回理事会（次年度計画承認、職務執行状況報告）
≪又、必要な場合は臨時理事会を開催いたします。≫ TKPガーデンシティ浜松町

　

２
０
１
９
年
全
鉄
筋
秋
季
定
例
会
に
お
い

て
、「
全
て
の
工
事
現
場
に
お
い
て
、
7
月
か

ら
9
月
の
全
て
の
土
日
を
休
工
す
る
」
と
い
う

決
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
関
東
鉄
筋
連
青
年
部

で
は
そ
の
決
議
を
受
け
、
具
体
的
な
取
り
組
み

方
も
含
め
、
業
界
内
で
し
っ
か
り
と
し
た
議
論

を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
現
状
の
夏
の
働
き

方
の
把
握
が
必
要
だ
と
い
う
認
識
に
な
り
ま
し

た
。

　

夏
の
過
酷
な
環
境
下
に
お
い
て
、「
作
業
効

率
が
ど
の
程
度
低
下
す
る
の
か
？
」「
休
憩
時

間
を
ど
れ
位
取
っ
て
い
る
か
？
」「
作
業
時
間

は
通
常
に
比
べ
ど
う
な
の
か
？
」
な
ど
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
答
を
集
計
し
、
現
状
を
把
握
す
る

こ
と
で
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
生
産
性
低
下
の

実
態
や
夏
工
程
・
夏
単
価
の
必
要
性
の
有
無
、

こ
れ
を
通
じ
夏
期
の
週
休
2
日
実
現
に
結
び
付

け
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
の

は
、
関
東
鉄
筋
連
青
年
部
（
茨
城
、
栃
木
、
群

馬
、
埼
玉
、
千
葉
、
東
鉄
協
、
鉄
工
協
、
神
奈

川
）
の
加
盟
社
の
う
ち
、
232
社
中
166
社
で
延
べ

300
名
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
２
０
１
９
年
5
月
～

２
０
１
９
年
6
月
の
1
ヵ
月
間
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
際
、
回
答
し
て
い
た
だ
い
た
方
の

構
成
は
、
経
験
10
年
以
上
92.1
％
、
経
験
20
年
以

上
64.5
％
で
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
ま
と
め
と
し
て
、
最
高

気
温
25
℃
の
夏
日
は
通
常
の
94.5
％
の
歩
掛
（
歩

掛
▲
5.5
％
）、
気
温
30
℃
の
真
夏
日
は
通
常
の

84
・
35
％
の
歩
掛
（
歩
掛
▲
15
・
65
％
）、
最

高
気
温
35
℃
を
超
え
る
猛
暑
日
は
通
常
の
70
・

75
％
の
歩
掛
（
歩
掛
▲
29
・
25
％
）
と
な
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
か
ら
、
近
年
の
よ
う
に
猛
暑
日
の
多

い
夏
場
に
は
、
3
割
近
く
効
率
が
落
ち
る
と
と

も
に
、
暑
さ
に
よ
る
疲
労
の
蓄
積
で
、
職
人
さ

ん
た
ち
が
休
業
に
い
た
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、

夏
期
の
間
の
週
休
二
日
が
推
奨
さ
れ
る
と
共

に
、
夏
工
程
（
工
程
の
延
伸
）
と
夏
単
価
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
関

東
鉄
筋
連
青
年
部
で
は
、
前
回
よ
り
も
母
数
を

増
や
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
精
度
の
良
い
デ
ー
タ
を
構
築
す
べ
く
、
活

動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

気温と休憩の関係
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気温と休憩

系列1 系列2

• 28℃を超えると休憩回数や休
憩時間を増やし始める

• 30℃を超えると53.7％が休憩
回数や休憩時間を増やしてい
る

• 33℃を超えると76.3％が休憩
回数や休憩時間を増やして

• 35℃を超えると93.4％が休憩
回数や休憩時間を増やして

7

気温と作業能率 作業能率が落ち始める気温
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気温と作業能率

系列1 系列2

• 28℃では27.4％
• 30℃では79.5％
• 32℃では90％

14

気温と作業能率

• 就業時間×水分補給にかかる欠損率×作業能率

• 最高気温25℃（夏日）
• 7h00min×0.9425×1.00=6ｈ36min(94.25%)
• 最高気温30℃（真夏日）
• (7h00min-7min)×0.8875×0.9665=5ｈ54min(84.35%)
• 最高気温35℃（酷暑日）
• (7h00min-17min)×0.836×0.882=4h57min(70.75%)

18

まとめ
•夏日（最高気温25℃）は通常の94.5％の仕事になる
（5.5%歩掛が下がる）

•真夏日（最高気温30℃）は通常の84.35％の仕事になる
（15.65%歩掛が下がる）

•酷暑日（最高気温35℃）は通常の70.75％の仕事になる
（29.25%歩掛が下がる）

•暑さ疲労の蓄積により休業にいたることを鑑みると
夏期の間は週休二日が推奨される

21

夏
の
働
き
方
ア
ン
ケ
ー
ト

※新型コロナウィルス感染状況により変更する場合があります。

※新型コロナウィルス感染状況により変更する場合があります。

（2）　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会2020年（令和２）3月23日



各地区広報活動報告

　

平
成
18
年
９
月
、
茨
城
県
鉄
筋
業
協
同
組
合
は
広
く
県
民
に
「
健
全
な
建
築
構

造
物
」
の
提
供
が
出
来
る
様
、鉄
筋
施
工
業
者
は
「
品
質
及
び
技
術
の
向
上
」「
業

界
の
健
全
な
発
展
」
の
活
動
を
目
的
と
し
「
茨
城
県
優
良
鉄
筋
施
工
業
者
認
定
制

度
」
を
一
般
社
団
法
人
茨
城
県
建
築
士
事
務
所
協
会
の
協
力
を
得
て
発
足
し
た
。

本
制
度
は
当
組
合
に
所
属
す
る
組
合
員
及
び
そ
の
他
の
鉄
筋
施
工
業
者
に
お
け
る

鉄
筋
工
事
の
品
質
向
上
を
は
か
る
事
を
第
一
に
、
鉄
筋
施
工
を
行
う
申
請
業
者
の

施
工
管
理
体
制
の
構
築
と
信
頼
性
の
維
持
・
向
上
に
努
め
、
安
心
・
安
全
な
構
造

物
の
提
供
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
認
定
制
度
が
制
定
さ
れ
た
。
第
1
回

目
の
申
請
に
お
い
て
20
社
を
認
定
し
、
平
成
19
年
５
月
の
通
常
総
会
に
於
い
て
認

定
書
を
授
与
し
た
。
そ
の
後
、
３
年
毎
の
新
規
申
請
及
び
更
新
申
請
を
行
い
、
平

成
31
年
４
月
現
在
、
16
社
が
認
定
さ
れ
優
良
鉄
筋
施
工
事
業
者
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
。
活
動
内
容
と
し
て
は
、
新
規
・
更
新
時
期
の
認
定
審
査
委
員
よ
る
書
類
審

査
及
び
現
地
調
査
。
定
期
的
に
一
般
社
団
法
人
茨
城
県
建
築
士
事
事
務
所
協
会
と

の
鉄
筋
施
工
監
理
に
関
す
る
講
習
会
を
開
催
。
ま
た
構
造
設
計
標
準
仕
様
書
内
の

鉄
筋
工
事
欄
に
優
良
鉄
筋

施
工
業
者
に
よ
る
施
工
と
明

記
を
す
る
な
ど
、
こ
の
制
度

の
発
展
と
建
設
業
界
へ
の
更

な
る
普
及
・
浸
透
の
た
め

日
々
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

北海道鉄筋業協同組合

北海道建設産業ふれあい展事業報告について
日　時：令和２年２月11日（土）12日（日）
場　所：札幌駅地下歩行空間　北３条広場
指導者：北海道鉄筋業協同組合　青年部12名
　北海道建設産業ふれあい展では、建設産業の役割や重要性を発信し、
イメージアップを図り、将来の技能者・職人の確保・育成につなげる
事を目的としています。
　各世代のより多くの方々に建設
産業の「みて・つくって・体験し
て」を身近に感じてもらうことを
コンセプトとして事業を行ってお
ります。
　今年で５回目の出展となります
が、今回は左官、とび、鉄筋の３
団体合同開催を実施。
　鉄筋は、建物の構造を紹介する
モニュメントを設置し、工具を用いて結束線を結ぶ体験や鉄筋の曲げ・
切断体験、重さ比べ体験、鉄筋製ブランコ試乗などコーナーを設置し
ています。
　来場者からは鉄筋工事業とは何かと質問される事が多く、技能士指
導による仕事の説明や体験を通じて、作業に戸惑いながらも達成感に
喜んでいる姿が見られ、来場者からは鉄筋の大切さや大変さが知れた、
普段見ない作業に触れられて良かった等、鉄筋工事業の仕事に興味を
持っていただけました。
　また、２日間通して全体で約21,000人と昨年の数を大幅に上回り、
鉄筋ブースでは1,417人と多くの来場者で賑わい、あまり知られてい
ない鉄筋工事業のPR活動ができました。
　今後、人口の減少が続くと想定されている中でも未来を担う子供た
ちがものづくりに触れられる場を創出し、鉄筋工事業に関心を持って
いただきたいです。
　これからも建設業界の発展に繋げられるよう取り組んでいきます。

佐賀県鉄筋工事業協同組合

”ものづくりマイスター”による出前講座
2020.１.17～18　若年技能者人材育成等支援事業

　毎年、”ものづくりマイスター”の資格を有する会員が講師を努め産
業技術学院や高等学校での出前講座を開催しています。
　主に、建築科・土木科2年の生徒に技能検定試験の課題を基にした講
義や実技指導を行ない、〖ザ・職人鉄筋工〗の魅力をPRしています‼

2019.12.1～2020.2.26　県立工業高等学校等派遣事業

茨
城
県
鉄
筋
業
協
同
組
合

　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会（3） 2020年（令和２）3月23日



　

男
女
平
等
、
女
性
活
躍
が
唱
え
ら
れ
て

い
る
中
、
私
が
思
う
「
平
等
」
や
「
女
性

活
躍
」
と
は
女
性
が
男
性
と
同
じ
だ
け
の

仕
事
量
を
す
る
こ
と
や
、
女
性
の
方
が
適

し
て
い
る
職
場
に
男
性
が
無
理
や
り
入
る

こ
と
で
は
な
く
、
男
女
共
に
出
来
る
こ
と

の
幅
を
広
げ
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。

こ
の
鉄
筋
工
事
業
は
男
性
し
か
出
来
な
い

職
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。体
力
の
差
が
あ
っ

て
も
、
工
夫
次
第
で
は
女
性
で
も
働
け
る

職
種
で
す
。
力
の
差
、
体
力
の
差
が
あ
る

こ
と
は
当
た
り
前
で
す
。
そ
こ
を
お
互
い

が
理
解
し
手
助
け
す
る
こ
と
が
出
来
て
初

め
て
女
性
が
働
け
る
職
場
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
女
性
に
し
か
出
来
な

い
出
産
も
周
り
が
理
解
し
協
力
す
る
こ
と

で
、
1
人
で
育
て
る
ワ
ン
オ
ペ
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
無
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
男
女

の
特
性
や
性
別
に
よ
る
差
別
で
は
な
く
理

解
を
図
る
こ
と
、思
い
や
る
こ
と
が「
平
等
」

へ
と
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。
女
性
活
躍
推

進
委
員
会
と
し
て
も
今
後
、
更
な
る
情
報

発
信
に
向
け
て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

宮
本
ゆ
り
子

編
集
委
員

委
員
長　

知
念　

辰
昇
（
鉄
工
協
）

副
委
員
長　

宮
本
ゆ
り
子
（
山　

口
）

　
　
　
　
　

木
浪　

裕
子
（
北
海
道
）

　
　
　
　
　

工
藤　

桂
一
（
神
奈
川
）

　
　
　
　
　

田
浦　

真
一
（
関　

西
）

　
　
　
　
　

兼
澤　

伸
至
（
広　

島
）

　
　
　
　
　

松
本　
　

勝
（
静　

岡
）

編
集
後
記

トピックス

広
報
委
員
会
委
員
長
　
知
念
　
辰
昇

「
コ
ス
ト
競
争
力
に
つ
い
て
独
り
言
」

「
コ
ス
ト
競
争
力
に
つ
い
て
独
り
言
」

　

鉄
筋
工
事
は
建
物
全
体
工
事
費

の
中
で
材
工
で
あ
っ
て
も
5
％
程

し
か
占
め
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ゼ
ネ
コ
ン
は
自
ら
の
受
注
競

争
の
た
め
、
我
々
に
対
し
て
コ
ス

ト
を
下
げ
る
こ
と
を
強
要
し
、
下

げ
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

か
自
分
で
考
え
る
よ
う
求
め
て
来

る
。
当
然
、
生
産
性
向
上
の
た
め

の
策
は
常
々
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
や

業
界
全
体
で
も
考
え
て
い
る
。

　

労
務
費
比
率
が
高
い
業
種
以
外

に
目
を
向
け
て
欲
し
い
と
嘆
願
す

る
と
、
物
件
全
体
を
考
え
て
い
る

と
返
っ
て
く
る
。
例
え
専
門
工
事

業
者
の
知
恵
を
振
り
絞
っ
て
受
注

に
至
っ
た
と
し
て
も
、
請
負
金
額

か
ら
ゼ
ネ
コ
ン
経
費
は
た
ん
ま
り

確
保
し
、
残
り
を
実
行
予
算
と
し

て
専
門
工
事
業
者
に
競
争
さ
せ
て

発
注
す
る
。
そ
し
て
近
年
の
ゼ
ネ

コ
ン
高
収
益
を
生
み
出
し
て
い

る
。
ま
た
、
一
部
の
専
門
工
事
業

者
は
言
い
な
り
に
競
争
し
、
不
本

意
を
承
知
で
安
値
受
注
す
る
た
め

同
業
者
間
で
不
仲
に
な
っ
て
い
る

現
実
が
あ
る
。
せ
っ
か
く
業
界
で

社
会
保
険
加
入
を
推
進
し
た
の

に
、
支
払
い
で
き
ず
に
社
会
保
険

を
辞
め
か
ね
な
い
事
態
を
招
く
の

か
…

　

こ
れ
ら
実
態
を
国
土
交
通
省
、

日
建
連
、
全
建
に
把
握
し
て
い
た

だ
き
た
く
、
全
鉄
筋
で
は
常
日
頃

か
ら
機
会
あ
る
ご
と
に
上
申
し
続

け
て
い
る
。

　

最
近
の
関
東
地
区
は
閑
散
時
期

で
あ
る
が
、
繁
忙
時
期
は
職
人
不

足
、
夏
季
生
産
性
低
下
に
対
応
し

て
、
工
期
遵
守
の
た
め
の
い
ろ
い

ろ
な
工
法
、
工
夫
を
採
用
し
て
来

た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
工
業

化
の
一
つ
に
、
ス
ラ
ブ
配
筋
の

ロ
ー
ル
マ
ッ
ト
工
法
で
は
現
場
技

能
工
が
約
50
％
軽
減
で
き
る
が
、

コ
ス
ト
も
組
み
立
て
経
費
の
約
2

倍
掛
か
る
そ
う
だ
。
現
場
監
督
サ

イ
ド
は
工
期
の
不
安
解
消
の
た
め

に
こ
の
工
法
を
採
用
し
た
い
、
鉄

筋
業
者
サ
イ
ド
は
職
人
が
余
っ
て

き
て
い
る
の
で
在
来
工
法
で
や
り

た
い
…

　

前
回
も
記
し
た
が
、
年
間
を
通

し
て
工
事
の
平
準
化
を
推
進
す
る

こ
と
。
生
産
性
向
上
の
一
環
と
し

て
構
造
設
計
段
階
か
ら
Ｄ
10
㎜
で

は
な
く
Ｄ
13
㎜
を
採
用
す
る
こ

と
。
特
に
各
ゼ
ネ
コ
ン
の
自
社
設

計
建
物
で
は
我
々
の
意
見
が
採
用

さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
生
産
性

向
上
の
た
め
の
策
は
元
下
協
力
の

上
で
で
き
る
も
の
だ
と
、
各
社
が

力
を
合
わ
せ
て
お
願
い
し
て
い
き

た
い
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
、
我
々
自
ら

が
無
意
味
に
価
格
を
下
げ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
努
め
た
い
。

2019年度

（
国
土
交
通
省
土
地
・
建
設
産
業
局
長
賞
）

優
秀
外
国
人
建
設
就
労
者
表
彰

優
秀
外
国
人
建
設
就
労
者
表
彰
受
賞
決
ま
る

　

私
は
２
０
１
５
年
に
技
能
実
習

生
と
し
て
来
日
し
、
現
在
は
建
設

就
労
者
と
し
て
埼
玉
県
に
工
場
が

あ
り
ま
す
飛
田
鉄
筋
工
業
で
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

来
日
し
て
か
ら
あ
っ
と
い
う
間

に
4
年
が
た
ち
現
在
来
日
5
年
目

と
な
り
ま
し
た
が
、
日
本
に
来
た

当
初
何
が
一
番
大
変
だ
っ
た
と
聞

か
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
答
え
ら
れ
る

の
は
や
は
り
僕
も
他
の
実
習
生
の

皆
さ
ん
と
同
じ
で
言
葉
が
通
じ
な

い
こ
と
で
し
た
。
先
輩
に
言
わ
れ

た
色
々
な
事
が
分
か
ら
な
く
て

困
っ
て
い
た
私
は
、
自
分
が
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
、
ど
ん
な
工
夫

が
必
要
な
の
か
な
ど
色
々
考
え
て

し
ま
う
こ
と
で
、
未
来
へ
の
不
安

を
抱
き
、
非
常
に
怖
か
っ
た
事
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　

で
は
ど
の
よ
う
に
こ
の
状
況
を

打
開
し
よ
う
と
考
え
た
と
き
、
一

番
の
問
題
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
だ
と
い
う
事
に
気
づ
き
、
日
本
語

を
一
生
懸
命
勉
強
す
る
こ
と
を
決
意

し
ま
し
た
。

　

毎
朝
先
輩
た
ち
と
明
る
く
挨
拶
す

る
事
を
心
が
け
て
片
言
で
も
頑
張
っ

て
会
話
を
し
た
り
、
仕
事
中
に
皆
さ

ん
か
ら
教
え
て
貰
っ
た
こ
と
は
し
っ

か
り
と
メ
モ
を
と
り
、
仕
事
が
終

わ
っ
て
か
ら
は
部
屋
で
日
本
語
の
教

科
書
を
開
い
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
日
本
語
を
ど
ん
ど
ん
覚

え
て
い
っ
た
こ
と
で
、
仕
事
中
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う

に
な
り
仕
事
も
早
く
慣
れ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
し
、
日
本
語
を
喋
る
こ

と
は
い
つ
し
か
私
の
楽
し
み
の
一
つ

に
も
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
に

三
年
間
の
実
習
が
終
わ
っ
て
か
ら

も
、
自
分
は
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
だ

と
感
じ
た
こ
と
や
、
さ
さ
い
な
力
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
も
っ
と
会
社
に
貢

献
し
た
い
と
思
っ
た
の
で
、
再
来
日

す
る
事
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
会
社
に
在
籍
す
る
ベ
ト

ナ
ム
人
の
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
役
職
を

与
え
て
頂
き
ま
し
た
。
会
社
の
期
待

に
も
応
え
る
た
め
に
も
、
今
後
は
自

分
の
ス
キ
ル
や
知
識
を
高
め
る
と
と

も
に
、
後
輩
や
今
後
入
社
す
る
実
習

生
に
も
指
導
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、

後
輩
た
ち
が
会
社
の
戦
力
と
な
る
よ

う
に
育
て
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
！

　

こ
の
先
も
異
国
で
家
族
と
離
れ
離

れ
で
生
活
す
る
の
は
決
し
て
楽
な
事

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
し
ま
だ
ま
だ

不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
た
め

に
会
社
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
他
の

ベ
ト
ナ
ム
人
の
実
習
生
や
会
社
の
皆

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
り
ま

す
！

　

最
後
に
、
今
日
の
僕
が
あ
る
の
は

会
社
の
応
援
や
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
て

こ
そ
な
の
で
、
大
変
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。
会
社
の
環
境
の
お

か
げ
で
、
全
て
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

努
力
に
変
え
て
毎
日
楽
し
く
仕
事
を

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

会
社
に
感
謝
の
言
葉
を
言
わ
せ
て

頂
き
ま
す
。
飛
田
鉄
筋
工
業
に
入
る

事
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
で

す
。
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

飛田鉄筋工業㈱
DANG HOAI SON

受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（4）　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会2020年（令和２）3月23日


